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パーテ ィでは

料理がズラリ。

二次会の様子

サン トピアヨットクラブの呼びかけで、「サン トピア ・淡輪交流プ

チレース&プ チクル」が 5月 16,17日 に開催され、淡輪から8艇

35名 。サン トピアヨットクラブの皆さん合わせて総勢 20艇 、80

名の参加 となりました。

両日とも、前線の通過で荒天が予測される中、16日 午後から淡輪

艇が三々五々サン トピアマ リーナに集結。 18時 からは、交流レース

前夜祭。両会長のごあいさつ、乾杯の後賑やかなパーティーとなつた。

いつもながら、おいしい、おしやれな、心尽くしの料理 (ホタテ貝に

涙 1)ワ インでほろ酔い。サン トピアの夜は更けていきました。さて、

翌朝目覚めるとなんと陽が差しています。でもそれもつかの間、海上

は白兎が自馬に変貌。艇長会議が始まる9時 前には、ハーバー内にも

強いブローが吹き込み各艇長の目にも諦めの色 「こら無理やな !」結

局荒天の為ノーレースとなつた。さてどうする?と いうことで、淡輪

組は、岡J腕揃いの荒天突破組 (TWOTON,海燕、ルカー)、細腕揃い陸上

安全組 (ピーターサリーニ世、恵友丸二世、PUKUPUKU、トライボンド)、

もう1泊滞在組のグラシャスと、各艇それらしいコースを選択。その

結果 ・・・・荒天突破組は全艇メインセールボロボロの洗礼を受け、

陸上安全組は、神戸 「赤満」の餃子&ビ ールでプチキッチン、宿泊組

はの―んびり。それぞれに楽しんだ 2日 間でした。サン トピアの皆様、

荒天の中、大変お気

遣い ・ご心労お疲れ '

様でした。本圭におiモ荘
世話になり厚く御礼と

!次回は淡々 レース

でお会い しま しょう。

(PukuPukU

市川氏)

′叫ギ掛机車的」

大阪湾クリーン作戦に参加 しました。汗を流 した分

綺麗になりました。

みんなで汗を

流しています

最後にみんな

で記念撮影

大漁だぞ～ !

じゃなくてゴミ

です

んぱ～い



2009年第 24回メリディアンカップレース

5月 ゴールデンウィーク恒例のメリディアンカップ。今

年で24回 目を迎え参加はIRCク ラス8艇 、オープンクラス

5艇、フェステバルに11艇 と少々寂しい参加ながらも顔ぶれ

はハイレベル艇の参加が目立ち、白熱したレース展開を見せ

た。

初日3日 は南の風 15ノ ットから20ノ ット。ヨットレース

には最高のコンディション、淡輪ではめずらしい中風から強

風のレース展開。上マーク1.5マイルも短く感じられ予定よ

り早いレース展開で3レースを14時 30分 には終了。

明けて4日 フェステバルレースを交えた志筑沖回航はうす

曇で朝から無風。数回のゼネリコ後 20分 遅れで志筑を目指

すが弱い西風のなか、思うようには前へ進めず各艇一進一退

のレース展開。大阪湾の中よりから北よりに振れた風が5ノ

ット程度に上がり、コース短縮となった志筑沖マークに1艇

のDNFを 除く豹 B艇がフイニッシュした。修正では/1軸

が上位を占め先行した大型艇には不利なレース結果となっ

た。レース結果は成績表参托

ここ数年、景気後退や乗員の高齢化などにより参加艇の減

少、参力日艇のレース離れが如実になり、レース運営もたやす

くなくなつてきました。レース会計の赤字、運営委員の手不

足など・・毎回ギリギリの運営で行っているのが実情です。

時勢の変化など考え、ヨットクラブの行事として今後どうあ

るべきかと考える時期にきていると″思います。

運営にご協力頂きました関係者各位にお礼申し上げま坑

ヨットクラブレース委員長 佐 藤 明

メリディアンカップ IRCク ラス優勝

FIVE STAR ク ルー

優勝したM STAR

に、この4月からクルー

として乗せていただいて

おります。

川井 智 広

実は僕ヤよヨットを女台め

てから1年 たつたばかり

です。そんな僕でもレー

スに出ることができ、ヨ

ットの楽しさをまた知る

ことができました。

レースにはバウマンと

して出場しましたが、2

日間はそれぞれ風の強さ

が違い、色々勉強できま

した。 2日 目の復路が中

止になつてしまったこと

が心残りです。 しかし僕

にとつては初優勝だつた

ので、淡輪は忘れられな

い所になりました。

淡輪ヨットクラブをは

じめ、大会運営の皆様に

は大変お世話になりまし

た。来年以降はどうなる FIVE STARの メンバー

か未定との事ですが、ぜひこの素晴らしい企画を続けていた

だきたいと思います。ありがとうございました。

メリディアンカップ オープンクラス 優勝

TWO TON 佐 藤  明

何と今年になつてこのレースがチームとして初めてのセ

ーリン久 ボトムは5日前に入念に整備し完壁であったが、

クルーワークに少々不安が残る。

初日3日は南の風 15ノ ット吹き結構ハー 院 でもヨット

レースには最高のコンディション。そんな中レースが夕台まる

が予想通リクルーワークはリセット病が再発か数々のミス

連発。デッキでは罵声が飛び交い、さながら戦場みたいにな

ってきた。レース結果よリライバル艇の海燕より上で入れば

良しと言う目標に変えレースする。その後 1,2,3レースと尻

上がり|ヨ頃位を上げ3日終わつてみればオープンクラスは

横一札 4日 の志筑沖ロングに託坑

明けて 4日 のロングは朝から無風。何とかスター トする

が弱い西風の中我隈のセーリングが続く。幸い先行艇にも良

い風がなくそんなに離されず志筑沖に向う。短縮となった志

筑沖回航マーク手前より北に振った風のな力当業 のジェネ

カーを展開する。ジェネカーの威力は絶大で付近の艇に徐々

に差を広げフィエッシュした。結果この好走が優勝に繋がる

ことができた。

ライバル艇「海燕」と競り合いが好結果に繋がったよう亀
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(3日第2レーススター ト時)



オープンクラス優勝
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フエネテイメWレレース 優 勝

グラシャス 伊 東 邦 夫
前日2日間吹き荒れ当日は超微風、願ってもない条件だヨッ

ト研修中の2名 の他急遂 ソヮレの青山さんに会ったので引き
ず り込むのに成功そしてベテランクルー 1名 と5人 体制であ
る。スター トして全艇ポー トで北西に向かう。しかし我が 1艇
は延々とスターボー トで洲本のやや南に向かう最後は風が横
に廻ってスピンでフィェッシュスタ_卜 からフィニッシュま
で右上を向いたままのレースでぁった。和歌山、瀬戸内海や徳
島のディンギーを含む各ヨントクラブに協賛してモ)らいこの
期間に淡輪に集まってくる事が出来ないものかと願 ぅ次第で
先

ンバー

フエステイバルレース

優勝 グ ラシャス
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順位 艇 名 艇 種
1 甲WOTON

KAIEN 2

YA」IROBAY

PE刊T sTAR

STARDUST

J-92
２

一
３

X-99

S32
4

J-24
5 FIRST 36s7

フエステイバル

艇 種
rS 28

2 TOTORO YAMAHA23
3

HEAT WAVE

ALBIRE0 5

EARLYBIRD V

YAMAHA31S
4

K-79
5 DLATOu

6
同RST IMs句 .フ

IMX-38
8 CHRIS刊 NA ROSsET~rl

SPR「 l‐oF SHwAKU

SEA TREK

SHARKS

日RST 45F5

9
FARR 3010D

10
lD-35

DNF
相 KttT26

前夜祭

パーテイーの屋台は

大盛況で行列が ・・

おでんはすで

に空です

マイクはなさへんで～

本きくヒールしてマーク回航するMowA



第 1回
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各艇二斉にスター ト

第
一回デインギーレースに関して

エントリーは8艇 8名 でした

ただし 新 顔 3名 に参加しても

らえましたぅ新人にエン トリー

してもらえると何となく安堵感

がするの1ま私だけでしよう力ヽ

いまや、淡輪のレースはクル

ーザー、ディンギーとt)存続の

瀬戸際にあるのはご水知の通り

です。解決策に妙案はありませ

ゑ 当純に新人を縮 するしか

ありませムシ。

当日は新月で潮流が速く、レ

―スには適さないコンディシヨンでした ま た風も弱く2レース成立

がやつとでした 潮が速いと一本コースになつてしまいボー トスピード

の優劣みのレースになつてしまい乏しい内容のレース展開になつてし

まいました。(レース委員長 大 澤)

優勝した古谷選
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参加艇は8艇 と

成績表

選手名 lR 2R 得点 総合

古谷 1 2 1

佐野 2 2 4 2

四ケ所 4 3 7 3

エバレット 3 4 4

高野 5 5 10 5

山本 6 13 6

J 寺ヽ 6 7 13 7

長尾 8 8 16 8
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バージの交

換"ミおこな

われました

良 _ニニ
少ない力

潔 鷲品

F十

二

,ェ 夢 平 子
W★ Tず

～ ～    ))

された


